
 
 

 

 

行財政改革第１期実施計画に係る取組の進捗状況について 

 

本市は、次世代に重い負担を強いることのない持続可能な行財政運営を実現するため、平成

２６年４月に概ね１０年間の行財政改革の指針である「出雲市行財政改革大綱」と、具体的な

取組項目等を定めた「出雲市行財政改革１期実施計画（計画期間：平成２６年度～平成３０年

度、財政効果目標額：６６億円）」を策定し、行財政改革の取組を進めています。 

特に平成２６年度からの３か年を集中改革期間と位置付け、歳出抑制及び財源確保の取組は

もとより、今後の行財政改革の道筋をつけるための取組も積極的に進めてきました。 

 このたび、平成２６年度から平成２８年度までの取組の進捗状況及び成果について取りまと

めましたので、以下のとおり報告します。 

 

１．財政効果目標額及び実績額 

 集中改革期間における財政効果額は、各年度の目標額を全て上回り、その総額は約４６億 

８千万円となり、また、第１期実施計画の目標額６６億円に対しては、７割を達成する見込み

です。 

集中改革期間における取組の効果等により、財政健全化指標の一つである実質公債費比率

（３か年平均）は、平成２４年度出雲市財政計画より３年早く、平成２８年度には１８％未満

（市債の発行許可が不要）となる見込みであり、着実に改善が進んでいます。 

（単位：百万円） 

実 施 方 針 

実施計画年度 

合 計 集中改革期間  

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 小計 Ｈ29 Ｈ30 

１．効率的・効果的

な行財政運営 

目標額 14.5 230.0 290.0 534.5 290.0 340.0 1,164.5 

実績額 35.1 384.2 325.5 744.8   744.8 

２．公共施設の 

あり方と管理運営 

目標額 － － 230.0 230.0 230.0 230.0 690.0 

実績額 0.0 72.2 206.6 278.8   278.8 

３．組織・機構と 

適正な人員管理 

目標額 776.0 500.0 400.0 1,676.0 400.0 400.0 2,476.0 

実績額 698.7 614.5 561.5 1,874.7   1,874.7 

４．財源の確保と 

債務の抑制 

目標額 302.0 494.0 494.0 1,290.0 493.0 486.5 2,269.5 

実績額 381.9 568.5 829.1 1,779.5   1,779.5 

合 計 

目標額 1,092.5 1,224.0 1,414.0 3,730.5 1,413.0 1,456.5 6,600.0 

実績額 1,115.7 1,639.4 1,922.7 4,677.8   4,677.8 

達成率 102.1% 133.9% 136.0% 125.4%   70.9% 

〔参考〕実質公債費

比率（３か年平均） 

H24財政計画 20.8% 20.1% 19.8%  19.5% 19.0%  

決算値 19.5% 18.2% 17.1%     

※平成28年度の実績額、達成率及び実質公債費比率（３か年平均）は見込値です。 
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２．今後の行財政改革の道筋をつけるための取組 

（１）事務事業、補助金等に係る評価・検証の実施 

  事務事業及び補助金等の見直しにあたっては、峻別の基準となるものさし（公共性、

公平性、有効性及び効率性の視点での評価）を設定するとともに、ＰＤＣＡサイクル

（Plan=計画、Do=実行、Check=評価、Action=改善）による不断の検証をするための評

価シートを作成し、事務事業や補助金等の見直しにおける評価・検証の定着を図りま

した。 

 

（２）「出雲市公共施設のあり方指針」及び「出雲市公共施設等総合管理計画」の策定 

  市の規模や市民・時代のニーズにあった施設のあり方を目指し、公共施設のあり方

指針を策定し、第１次見直し対象施設（２０３施設）を対象として施設分類ごとの方

向性や各施設の方針を定めました。また、公共施設等の保有量の適正化を進めるとと

もに、これらの効率的・効果的な維持管理と長寿命化を図るため、公共施設等総合管

理計画を策定しました。 

 

（３）指定管理者制度の運用の見直し 

指定管理施設の管理運営費について、業務内容を踏まえた人件費の積算方法の見直し

や修繕費の執行方法の見直しなど統一化を図るとともに、市の指定管理者制度に対する

基本的な考え方や統一的な指針を定めた「指定管理者制度の運用に関する方針」を策定

しました。 

 

（４）数値化・可視化に努めた積極的な情報公開 

取組にあたっては、市の財政状況や行財政改革の取組状況を広報紙やホームページな

どでお知らせするとともに、公共施設の利用状況や収支状況等を数値化し、わかりやす

く公表するなど積極的な情報公開に努めることにより、市民理解の醸成を図りました。 

また、市議会議員、有識者、各種団体の代表者等の委員で組織する行財政改革審議会

を常設型とし、外部からの意見を取り入れながら取組を進める仕組み作りに努めました。 

 

（５）数値目標や峻別すべき基準を設定した聖域なき行財政改革 

  事務事業、補助金等の見直し、公共施設のあり方、使用料・手数料の見直し等の行

財政改革の取組にあたっては、数値目標や峻別すべき基準（ものさし）を具体的に設

定することにより、聖域なき行財政改革の推進を図りました。 
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３．第１期実施計画の取組項目別進捗状況 

（１）平成２６年度から平成２８年度までの主な取組内容       （単位：百万円） 

取組項目 取組内容 
３ 年 間 の 

財政効果額 

１．効率的・効果的な行財政運営 ７４４．８ 

 

⑴事務事業の

適正な推進 

・全ての事務事業を対象として、担当部署で総点検を実

施（H26） 

・総点検の結果をふまえ、関係機関等との協議・調整を

行い、14 事業（廃止 6 件、縮小 8 件）の見直しを実施

（H26～H28） 

・市議会行財政改革特別委員会の事務事業の見直しの取

組（21 事業を対象に評価・検証）にあわせ、61 事業の

評価・検証を実施（H28） 

１７９．９ 

⑵補助金・負担

金及び扶助費

の見直し 

・全ての補助金・負担金等を対象として、担当部署で総

点検を実施（H26） 

・総点検の結果をふまえ、関係機関等との協議・調整を

行い、106 件の補助金等（廃止 40 件、縮小 66 件）の見

直しを実施（H26～H28） 

・事務事業の評価・検証にあわせ、11 件の補助金の評価・

検証を実施（H28） 

４５５．３ 

⑶外郭団体 
・㈱出雲典礼の解散（H28.3.31） 

・多伎町海洋観光開発㈱の完全民営化（H27.12.8） 
１０９．６ 

２．公共施設のあり方と管理運営 ２７８．８ 

 

⑴公共施設の

今後のあり方 

・「出雲市公共施設のあり方指針」に基づく個別施設の対

応方針について、地域協議会等に説明を行い、大方の

了解が得られた施設から、民間譲渡等の取組を実施 

〔取組が完了した施設〕 

民間譲渡対象施設：北山健康温泉保養施設ほか 7施設 

廃止・中止対象施設：寿昌園ほか 2施設 

１８３．５ 

⑵公共施設の

管理運営 

・指定管理施設の使用料の見直し（日帰り温泉は H27.4.1

改定、その他の施設は H27.10.1 改定） 

・指定管理料の積算方法の見直しと統一化 

９５．３ 

３．組織・機構と適正な人員管理 １，８７４．７ 

 

⑴時代に即応

した組織・機構 

・市の組織体制の見直し（行財政改革の取組を全庁横断

的に調整・推進するための「行政改革部」の設置など） 
－ 

⑵適正な人員

管理 

・一般職の削減目標 110 名を達成（H28） 

・特別職給与の減額の実施（H25～H28） 

・一般職給与の減額の実施（H26～H28） 

１，８７４．７ 
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（単位：百万円） 

取組項目 取組内容 
３ 年 間 の 

財政効果額 

４．財源の確保と債務の抑制 １，７７９．５ 

 

⑴使用料・手数

料の見直し 

・直営施設の使用料の見直し（H27.10.1 改定） 

・証明手数料の見直し（H27.4.1 改定） 

・し尿処理手数料の見直し（H28.4.1 改定） 

・第３子以降保育料無料化制度の見直し（H27.4） 

２７９．３ 

⑵財源の確保 
・遊休地等の売却、土地の貸付の実施 

・ふるさと納税制度の活用 
１，４０７．６ 

⑶起債の抑制 
・市債の新規発行の抑制 

・繰上償還の実施 
９２．６ 

合   計 ４，６７７．８ 

 

 

（２）取組項目別の成果 

  各取組項目の詳細は次頁以降の「出雲市行財政改革第１期実施計画の成果一覧」の

とおりです。 

  ＊進捗状況の区分 

区 分 進 捗 状 況 

実 施 実施したもの 

継 続 前年度から継続して実施したもの 

準 備 方針等が決定し、実施に向けての準備をしているもの 

検 討 市としての方針案決定に向けて内部検討中のもの 
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